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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日～平成27年12月31日）における世界経済は、期の後半にかけて

中国を中心とした新興国経済の失速、資源価格の下落などにより減速感が強まりましたが、米国・欧州の先進国

の堅調な需要に支えられ底堅く推移しました。また、国内経済については、世界経済の先行き不透明感が強まり、

市場ごとに好不調が混在する状況は続いたものの、全体としては総じて緩やかな回復基調が続きました。

当社グループを取り巻く経営環境を見ると、主にスマートフォン関連の需要が堅調に推移し、当社グループの

主要な取引先である光学・電子デバイス業界を牽引しました。上期好調に推移した圧電部品に関する設備投資は

やや一服感が出てきましたが、デバイスメーカ各社の次世代製品に向けた取り組みは継続しました。

こうした環境の中、当社グループでは、好調な市場を捉え拡販に注力するとともに、既存技術応用分野や新規

市場の開拓に引き続き取り組んでまいりました。また、次世代に向けたデバイスメーカからの依頼実験への対応

や製品開発にも積極的に対応してまいりました。

生産面では、上期の好調な受注を背景に生産量が増加し、高い稼働率で推移しました。また、メンテナンス性

の改善や社内検査の強化による品質向上を継続してまいりました。

損益面では、量産効果や稼働率が向上したことに伴う原価低減効果やグループ一丸となって取り組んでいるコ

ストダウン推進などにより利益率の改善が進みました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、受注高77億83百万円（前年同四半期比28.4％増）、売上高73億

72百万円（同22.7％増）となりました。

損益につきましては、経常利益10億２百万円（前年同四半期比142.2％増）、親会社株主に帰属する四半期純利

益９億59百万円（同132.2％増）となりました。

　

セグメントの業績は次のとおりであります。

①真空技術応用装置事業

真空技術応用装置事業の業績につきましては、主にスマートフォン向け電子部品製造用の設備投資が堅調に

推移いたしました。

受注高は63億12百万円（前年同四半期比41.7％増）、売上高は59億２百万円（同34.1％増）、セグメント利益

は13億41百万円（同211.3％増）となりました。

業界別の状況は以下のとおりです。

（水晶デバイス装置）

水晶デバイス業界では、主に周波数調整工程向けの最新装置の拡販を推進してまいりましたが、設備投資に

対する力強さに欠ける状況で推移いたしました。

水晶デバイス装置の受注高は７億40百万円（前年同四半期比16.7％減）、売上高は９億72百万円（同14.8％

増）となりました。

（光学装置）

光学業界では、反射防止膜成膜装置の受注が堅調に推移いたしました。受注競争が激しい中、地道な営業活

動を展開し利益確保に努めました。

光学装置の受注高は15億13百万円（前年同四半期比13.0％減）、売上高は11億82百万円（同55.8％減）となり

ました。

（電子部品装置・その他装置）

電子部品業界では、スマートフォン向け圧電部品製造用装置の受注が、上期に比べるとやや一服感が出たも

のの堅調に推移いたしました。また、既存技術応用分野及び新規市場の開拓について継続して推進してまいり

ました。

電子部品装置・その他装置の受注高は40億58百万円（前年同四半期比122.0％増）、売上高は37億47百万円

（同325.1％増）となりました。
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②サービス事業

サービス事業につきましては、ユーザーに対する当社装置の稼働状況の定期的な確認を励行するとともに、

生産終了に伴うサポート終了品及び更新機種のご案内を積極的に行い、装置の改造・修理や消耗品の販売に努

めてまいりました。

サービス事業の売上高は14億70百万円（前年同四半期比8.5％減）、セグメント利益は３億72百万円（同20.3

％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第３四半期連結会計期間末における流動資産は96億４百万円となり、前連結会計年度末に比べ28億67百万

円増加しました。これは主に現金及び預金が21億36百万円、受取手形及び売掛金が４億85百万円、仕掛品が２

億62百万円増加したことによるものです。固定資産は31億68百万円となり、前連結会計年度に比べ80百万円増

加しました。これは主に有形固定資産が減価償却等により66百万円減少したものの、ソフトウエア仮勘定が25

百万円、投資有価証券が43百万円増加したことによるものです。

この結果、総資産は127億72百万円となり、前連結会計年度末に比べ29億48百万円増加しました。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末における流動負債は55億50百万円となり、前連結会計年度末に比べ30億76百万

円増加しました。これは主に支払手形及び買掛金が16億４百万円、１年内償還予定の社債が８億円、１年内返

済予定の長期借入金が２億円増加したことによるものです。固定負債は６億円となり、前連結会計年度末に比

べ９億71百万円減少しました。これは主に社債が８億円、長期借入金が２億円減少したことによるものです。

この結果、負債合計は61億50百万円となり、前連結会計年度末に比べ21億５百万円増加しました。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は66億21百万円となり、前連結会計年度末に比べ８億43百

万円増加しました。これは主に利益剰余金が８億35百万円増加したことによるものです。

負債も増加した結果、自己資本比率は51.8％（前連結会計年度末は58.8％）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成28年３月期の通期連結業績予想につきましては、今後の景気動向等不透明ではありますが、当第３四半期

連結累計期間の業績進捗等を踏まえ見通しを勘案した結果、売上高は前回と同額ですが営業利益、経常利益及び

親会社株主に帰属する当期純利益を上方修正いたします。

主な理由につきましては、第４四半期は、今期ここまで業績を牽引してきた圧電部品用装置の売上比率が下が

り、また、利益率の低い案件が含まれることや、開発促進による開発費や期末計上費用等により固定費負担が高

まることが見込まれています。しかしながら、第３四半期までの業績進捗を踏まえると、通期業績としては利益

面で前回発表予想を上回る見込みとなりました。

この結果、売上高は前回同様100億円、営業利益は前回予想比50百万円増の10億80百万円、経常利益は同50百万

円増の10億50百万円、親会社株主に帰属する当期純利益は同20百万円増の９億90百万円となる見込みであります。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基準」

（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年

９月13日）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更を行っております。当該表示

の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連

結財務諸表の組替えを行っております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,436,639 3,572,837

受取手形及び売掛金 2,600,563 3,086,087

商品及び製品 5,242 3,528

仕掛品 2,290,303 2,552,326

原材料及び貯蔵品 200,230 160,959

繰延税金資産 57,863 116,868

その他 179,985 133,631

貸倒引当金 △34,000 △22,000

流動資産合計 6,736,829 9,604,238

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 726,292 688,994

機械装置及び運搬具（純額） 77,586 53,855

土地 2,066,249 2,066,249

その他（純額） 59,913 121,362

有形固定資産合計 2,930,042 2,930,462

無形固定資産

リース資産 11,661 18,301

ソフトウエア仮勘定 14,000 39,400

その他 26,186 24,203

無形固定資産合計 51,847 81,904

投資その他の資産

投資有価証券 100,735 144,381

その他 4,646 11,664

貸倒引当金 △19 △211

投資その他の資産合計 105,362 155,834

固定資産合計 3,087,252 3,168,202

資産合計 9,824,081 12,772,440
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,610,481 3,215,175

短期借入金 156,441 197,572

1年内返済予定の長期借入金 - 200,000

1年内償還予定の社債 - 800,000

リース債務 13,176 19,138

未払費用 179,831 225,504

未払法人税等 29,859 108,240

賞与引当金 123,754 115,106

役員賞与引当金 41,000 55,000

製品保証引当金 108,000 95,000

工事損失引当金 63,600 18,540

その他 147,298 500,998

流動負債合計 2,473,444 5,550,277

固定負債

社債 800,000 -

長期借入金 200,000 -

リース債務 35,291 48,250

繰延税金負債 21,730 37,149

退職給付に係る負債 435,598 435,298

長期未払金 75,401 75,507

その他 4,250 4,250

固定負債合計 1,572,271 600,455

負債合計 4,045,716 6,150,732

純資産の部

株主資本

資本金 2,177,105 2,177,105

資本剰余金 2,753,975 2,753,975

利益剰余金 942,593 1,778,438

自己株式 △278,091 △278,091

株主資本合計 5,595,582 6,431,427

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 39,613 69,188

為替換算調整勘定 150,774 132,634

退職給付に係る調整累計額 △7,603 △11,543

その他の包括利益累計額合計 182,783 190,280

純資産合計 5,778,365 6,621,707

負債純資産合計 9,824,081 12,772,440
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

売上高 6,009,492 7,372,848

売上原価 4,653,992 5,152,930

売上総利益 1,355,499 2,219,917

販売費及び一般管理費 990,928 1,185,148

営業利益 364,571 1,034,769

営業外収益

受取利息 574 876

受取配当金 267 591

受取賃貸料 9,080 8,800

保険配当金 15,287 16,380

為替差益 40,823 -

その他 4,770 3,819

営業外収益合計 70,803 30,468

営業外費用

支払利息 9,631 8,624

売上割引 2,855 15,811

為替差損 - 17,939

賃貸物件関係費 1,832 10,664

その他 7,169 9,826

営業外費用合計 21,488 62,866

経常利益 413,885 1,002,370

特別利益

固定資産売却益 - 30

特別利益合計 - 30

特別損失

固定資産除却損 9 178

特別損失合計 9 178

税金等調整前四半期純利益 413,876 1,002,222

法人税、住民税及び事業税 14,184 100,960

法人税等調整額 △13,312 △57,757

法人税等合計 872 43,202

四半期純利益 413,004 959,020

親会社株主に帰属する四半期純利益 413,004 959,020
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

四半期純利益 413,004 959,020

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,205 29,575

為替換算調整勘定 12,451 △18,139

退職給付に係る調整額 △5,171 △3,939

その他の包括利益合計 6,074 7,496

四半期包括利益 419,079 966,517

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 419,079 966,517
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

真空技術応用装置事業 サービス事業 合計

売上高

外部顧客への売上高 4,402,591 1,606,900 6,009,492

セグメント間の内部売上高
又は振替高

32,152 15,387 47,539

計 4,434,744 1,622,287 6,057,031

セグメント利益 431,010 466,790 897,801

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項）

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 897,801

セグメント間取引消去 10,701

全社費用 (注) △543,931

四半期連結損益計算書の営業利益 364,571

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 (単位：千円)

　 真空技術応用装置事業 サービス事業 合計

売上高 　 　

外部顧客への売上高 5,902,152 1,470,695 7,372,848

セグメント間の内部売上高
又は振替高

8,730 22,546 31,277

計 5,910,883 1,493,242 7,404,125

セグメント利益 1,341,532 372,108 1,713,641

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項）

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 1,713,641

セグメント間取引消去 7,121

全社費用 (注) △685,993

四半期連結損益計算書の営業利益 1,034,769

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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４．補足情報

（１）生産、受注及び販売の状況

　①生産実績

当第３四半期連結累計期間の生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称

当第３四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日

　 至 平成27年12月31日）
（千円）

前年同四半期比(％)

真空技術応用装置事業

水晶デバイス装置 972,615 114.8

　 光学装置 1,182,070 44.2

　 電子部品装置 3,747,467 441.5

　 その他装置 － －

　 真空技術応用装置事業計 5,902,152 134.1

サービス事業

　 部品販売 755,728 93.3

　 修理・その他 711,634 89.5

サービス事業計 1,467,363 91.4

合計 7,369,515 122.7

（注）１．上記の金額は販売価格によっております。

　 ２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

　②受注実績

当第３四半期連結累計期間の受注状況をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称

当第３四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
　 至 平成27年12月31日）

受注高（千円）
前年同四半期比

（％）
受注残高（千円）

前年同四半期比
（％）

真空技術応用装置事業

水晶デバイス装置 740,126 83.3 525,692 104.6

　 光学装置 1,513,923 87.0 1,334,587 283.6

　 電子部品装置 3,934,983 223.4 1,843,510 134.6

　 その他装置 123,500 186.2 123,500 93.9

　 真空技術応用装置事業計 6,312,533 141.7 3,827,290 154.7

サービス事業

　 部品販売 759,061 93.5 － －

　 修理・その他 711,634 89.5 － －

サービス事業計 1,470,695 91.5 － －

合計 7,783,228 128.4 3,827,290 154.7

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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　③販売実績

当第３四半期連結累計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称

当第３四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日

　 至 平成27年12月31日）
（千円）

前年同四半期比(％)

真空技術応用装置事業

　 水晶デバイス装置 972,615 114.8

　 光学装置 1,182,070 44.2

　 電子部品装置 3,747,467 441.5

　 その他装置 － －

真空技術応用装置事業計 5,902,152 134.1

サービス事業

部品販売 759,061 93.5

　 修理・その他 711,634 89.5

　 サービス事業計 1,470,695 91.5

合計 7,372,848 122.7

（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

　 ２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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